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アカアマダイ資源管理対策モニタリング調査 

松本洋典 

 

１．研究目的 

本調査ではアカアマダイ資源変動要因の解明と

資源量予察のための技術確立を目的とした漁獲状況

および漁獲物の年齢構造についてのモニタリング調

査を実施する。 

２．研究方法 

調査は平成 27 から継続して行い、アカアマダイ

の選別出荷が徹底し、銘柄別漁獲量資料が整ってい

る出雲市小伊津漁港に水揚げされるアカアマダイを

対象とした。 

(1) Age-Length-Keyの作成 

毎月中旬を目途に漁獲物を買い取り、雌雄、全長、

体重、頭長、胸鰭長、年齢を測定および査定し、こ

れらをもとに計長形質と年齢の対応関係を把握した。

年齢査定は耳石を用いた表面観察法により行った。 

全長-年齢の関係式の推定手法は、少ないデータ

を有効に活用するために最尤法を採用した。この際、

近似するモデルは次式のロジスティックモデルを仮

定した。 

  

このときχは全長、Pｔ（χ）はχの個体が年齢ｔ

以上である確率である。この係数ｑおよびｒを、マ

イクロソフトエクセルのソルバー機能により、各年

齢についてそれぞれ探索的に求めた。 

(2) 銘柄別漁獲量からの全長組成推定 

アカアマダイ銘柄（3S、SS、S、M、L、LL）毎に

各月の漁獲量と平成 28 年度までに作成した季節別

銘柄別の平均個体重量および全長平均値と標準偏差

（添付資料-表 1）をもとに、季節別銘柄別の全長組

成を推定した。なお季節は 4～6 月を春、7～9 月を

夏、10月～翌年 3月を秋冬とし（秋から冬は漁獲が

少なくサンプル数が確保できないこと、さらに成長

が停滞するため計算上の不合理が少ないと判断）、各

季節について合算した。 

３．研究結果 

(1) Age-Length-Keyの作成 

季節ごとに集められたアカアマダイについて、雌

雄別に計算を試みた結果、添付資料－表 2のとおり 

の全長-年齢換算表が得られた。なお、秋および冬の

漁獲量は少なく分析に十分な検体数が得られなかっ

たが、この季節はアカアマダイの成長が停滞する時

期であることから、全長‐年齢換算表作成に大きな

影響はないと判断し、秋と冬を合わせて計算した。

なお、使用したデータは雌が 300尾、雄が 336尾、

合計 636尾であった。 

(2) 銘柄別漁獲量からの全長組成推定 

令和元年度の春、夏、秋・冬季の銘柄別漁獲量を 

添付資料－表 3のとおり示し、これをもとに算出し

た季節毎の全長組成分布を添付資料－図 1に示した。 

(3) 資源尾数の推定 

本調査で得られた成果を活用して、平成 16 年度

以降の資源尾数を年度ごとに算出した（添付資料－

図 2）。算出方法はチューニング VPAとした。チュー

ニングの指標は島根県漁獲管理システムから県東部

における小型底曳き網の CPUE（1日 1隻あたり漁獲

量）を用いた。この結果から、島根半島沖のアカア

マダイは、平成16年から令和元年度の16年間で292

千尾～494 千尾の幅で変動しており、長期的には増

加傾向にあると判断できた。 

４．研究成果 

これらの研究結果について、令和元年 8月 3日開

催の大社湾漁業振興基金研修会、9 月 7 日開催の出

雲地区一本釣り協議会、11月 3日開催の石見地区漁

海況報告会、11 月 14、15 日に開催された令和元年

度西部日本海ブロック増養殖担当者会議で報告した。 


